



















   








企業において ,1990 年代半ばより成果主義人事制度が導入され ,職場環境の
変化（高橋， 2006）や構成員の世代間ギャップ（大藪， 2007）や上司部下の
コミュニケーションの問題（日本生産性本部， 2013）が生じており ,人材育成




















































よび｢挑戦的成長促進｣が部下育成能力自己評価を高めていた。   
研究３は，部下から認知された育成行動に関する研究であった。研究３－１で
は探索的に検討するため ,部下 12 名に対する面接調査を行った。上司側で構成さ
れた部下育成行動７側面は部下側でも認知されていた。研究３－２では，部下か
ら認知された育成行動への影響要因や，部下から認知された育成行動と能力向上
























































































































理職の多忙な状況（八代 ,1999）に即した実践的開催方法である。  
